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1. はじめに 
計画策定の背景と目的 

◯本町では、平成 30年度（2018 年度）に「会津美里町地域公共交通網形成計画」を、平成 31年

度（2019 年度）に「会津美里町地域公共交通再編実施計画」を策定し、路線バス及びデマンド

交通の維持・確保や利便性向上のための施策に取り組んでいる。一方、高齢化や町の財政負担

の軽減等の課題や近隣市町村との連携、交通資源を活用した効率的な地域公共交通体系の構築

など、計画策定当初より問題となっていた課題は引き続き継続している。また、現計画策定後

も、本町の公共交通を取り巻く環境は日々変化しており、現状を把握しより財政的に効率かつ

町民ニーズに合った運行方法を検討する必要がある。 

〇今後も人口減少・少子高齢化が加速していく中、町民生活の足である地域公共交通を維持確保

していくためには、地域の実情や特性に応じた利便性が高く効率的な公共交通を整備していく

ことが重要であり、地域、交通事業者、行政が同じ課題や方針を共有し、交通資源の有効活用

や利用促進などの取組を進めていく事が必要である。 

〇また、令和２年度（2020 年度）の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正などによ

り、網形成計画の後継的な位置付けとなる地域公共交通計画の策定が努力義務化されるととも

に、計画の策定と国の補助制度が連動することとなった。 

〇このような背景を踏まえ、新たな公共交通のマスタープランである「会津美里町地域公共交通

計画」を策定する。 
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計画の位置づけ 

◯地域公共交通計画には、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする

「マスタープラン（ビジョン＋事業体系を記載するもの）」としての役割を果たすことが求めら

れている。 

◯「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」とは、「地域の将来像の実現に向けた公共

交通のあるべき姿」であると考え、公共交通だけでなく、他の輸送資源についても最大限に有

効活用する具体策を本計画に盛り込むことで、まちづくり全般（都市計画、福祉、観光、教育

等）における連携・整合を図り、地域が一丸となって推進することが重要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 会津美里町の将来像（「会津美里町第 3次総合計画」より） 

図 計画の位置づけ 

■上位計画
○会津美里町第3次総合計画

■関連計画
○会津美里町都市計画マスタープラン
○会津美里町観光振興計画
○第2期会津美里町子ども・子育て支援事業計画
○第10期高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画
○会津圏域地域公共交通網形成計画

即す

即
す

連
携

■会津美里町地域公共交通計画
●公共交通の基本方針と基本目標を設定
●将来的なネットワークイメージを設定
●具体的な取り組み内容を設定
●取り組みのスケジュールを設定
●取り組みの評価検証方法を設定

■町民からの意見や移動実態
○令和６年度町民アンケート調査、高校生アンケート調査、事業者アンケート・ヒアリング調査、庁内関係者
等アンケート・ヒアリング調査、美里あいあいタクシー利用者アンケート調査、住民意見交換会

反映

○福島県地域公共交通計画

即す

第４次総合計画策定中。 
次年度、最新の内容に更新。 
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計画の対象区域 

◯本計画の対象範囲は、会津美里町全域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会津美里町 

図 対象区域 



1.はじめに 

4 

計画の期間 

◯本計画の期間は、令和７年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの 5 か年とす

る。 

◯総合計画の見直しや社会情勢の変化等、公共交通に関する状況に変化が生じた場合は、必要に

応じて本計画に示す内容等の見直しを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の対象となる交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 対象となる交通手段 

第４次総合計画策定中。 
次年度、最新の内容に更新。 
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1-５-１会津美里町総合計画における考え・位置づけ等 
◯移動に関する考え方について、最上位計画では以下のように示されている。 

 

 

 

分野 内容 

交通 

■交通体系の充実 

・便利で持続可能な公共交通網を形成するため、利用者のニーズに合わせた公共

交通体系を関係機関と連携して構築するとともに、公共交通事業者を支援し、

ＰＲ等を通じて公共交通の利用促進を図る 

・現在公共交通を利用していない町民にも、公共交通に対する意識を醸成し、公

共交通への利用転換を促進 

・地域公共交通網形成計画及び再編実施計画に基づき、町民の快適で便利な日常

生活の足の確保のために、鉄道、路線バス、美里あいあいタクシーなどの交通

機関の役割分担により地域内及び広域移動を支える公共交通網の再編を推進 

・利用者のニーズを的確に把握し、安全性を確保しながら、利用しやすい公共交

通の運行及び利用促進（交通事業者の役割） 

■交通安全・防犯体制の充実 

・近年多く発生している高齢者による交通事故の対策については、運転に不安の

ある方へ運転免許自主返納支援への取り組みや各種啓発活動を推進 

道路 

■交通体系の充実 

・良好な道路交通環境を確保・維持するため、道路や橋梁等を修繕計画に基づき

補修・改修を行い、町民の道路交通の利便性・安全性を確保 

・高齢者の運転や歩行、子ども達の通学の安全確保を前提に、道路の拡幅及び歩

道整備への取り組み 

・冬期間の降雪時の交通障害を解消し、道路交通の安全を確保するため、町道等

の除雪の実施 

観光 

■観光の振興 

・観光事業者による観光情報の発信を促進するとともに、周辺市町村や関係機関

と連携して首都圏などのマーケットへの誘客活動を推進 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 移動環境等に関する考え方の記載（会津美里町第 3次総合計画より） 

第４次総合計画策定中。 
次年度、最新の内容に更新。 
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1-５-２関連計画に記載されている事項 
◯移動に関する考え方について、関連計画では以下のように示されている。 

 

 

 分野 内容 

会津美里町 

都市計画マスタープラン 

・ＪＲ只見線の利便性を確保するため、運行本数の現状維持と、観光イ

ベント等と連携した取組を検討し、高齢者や障がい者が利用しやすい

ホームは、民間事業者との連携を図り検討しながら、駅周辺の環境整

備を図る 

・交通連携拠点と市街地エリアの機能強化を図るため、駅や市街地に近

接した場所への駐車場や駐輪場の整備を図る 

・バス路線については、事業者との連携を図り、きめ細かな運行の継

続、バス停の利用環境の整備を検討 

・乗り合いタクシー「あいあいタクシー」については、利用者ニーズに

対応したさらなる利便性を向上させる取組を検討 

・中心拠点と集落を結ぶ交通ネットワーク構築について、民間事業者と

連携したデマンド交通や、介護タクシー等、個別のニーズに対応した

交通手段の導入を検討 

会津美里町観光振興計画 

・既存のレンタサイクルについて、自転車や設置拠点の拡充、システム

の高度化により、交通手段としての利便性を高め、町内周遊の交通手

段を補完し、只見線、路線バス等との接続を強化し、利用者に役立つ

情報提供や施設等の環境整備も実施 

第 2期会津美里町子ど

も・子育て支援事業計画 

・交通事故をなくすために大人も含めた「交通安全」「安全な運転技

術」の啓発、高齢者ドライバーの運転免許返納制度等を推進 

第 10期高齢者福祉計画・

第 9期介護保険事業計画 

・外出支援サービス事業として、一般の交通機関を利用することが困難

な高齢者等に対し、自宅と医療機関間の送迎を実施 

会津圏域 

地域公共交通網形成計画 

・広域路線バスの持続性・生産性の向上 

・広域交通維持の支援の仕組みづくり 

・域内交通による移動手段の確保・維持 

・交通拠点の形成 

・多様な交通モードの一体的サービス提供 

福島県地域公共交通計画 

・広域的な地域公共交通の確保・維持 

・交通ネットワークをつなぐ接続環境等の整備 

・デジタル技術を活用した地域公共交通サービスの効率化・利便性向上 

・効率的・持続的な運営・運行体制の確立 

・全県的な地域公共交通の利用に対する意識醸成の推進 

表 取組内容（一部抜粋） 

関係課に確認の上、次年度最新の
内容に更新。 
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２. 地域特性等 
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2. 地域特性等 
地勢等 

2-１-１地勢 
◯本町は、福島県の西部に位置し、東は会津若松市、西は柳津町、北は会津坂下町、南は下郷町・

昭和村に接している。 

◯平成 17年（2005 年）に会津高田町、会津本郷町、新鶴村の旧 3町村が合併したことにより現

在の会津美里町となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地勢図 
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町内の主な施設 

2-２-１公共施設 
◯町内には庁舎が 3施設、公民館が 4施設、福祉施設が 3施設、子育て施設が 1施設立地してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡大図参照 

図 公共施設位置図 

９～19ページ 
次年度、最新の内容に更新。 
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表 公共施設の一覧 

資料：会津美里町HP 

NO 種別 区分 施設名 住所 地域

1 公共施設 庁舎
会津美里町役場本庁舎・

複合文化施設（じげんプラザ）
会津美里町字新布才地1 高田地域

2 公共施設 庁舎 町役場本郷庁舎 会津美里町字北川原41 本郷地域

3 公共施設 庁舎 町役場新鶴庁舎 会津美里町鶴野辺字広町740 新鶴地域

4 公共施設 公民館
会津美里町公民館・

高田生涯学習センター（役場併設）
会津美里町字新布才地1 高田地域

5 公共施設 公民館 宮川生涯学習センター 会津美里町永井野宮前1706-5 高田地域

6 公共施設 公民館
本郷公民館・

本郷生涯学習センター（役場併設）
会津美里町字北川原41 本郷地域

7 公共施設 公民館
新鶴公民館・

新鶴生涯学習センター（役場併設）
会津美里町鶴野辺字広町740 新鶴地域

8 公共施設 福祉施設 ふれあいセンターあやめ荘・保健センター 会津美里町下堀字中川360-4 高田地域

9 公共施設 福祉施設 本郷老人福祉センター 会津美里町字山道上69-1 本郷地域

10 公共施設 福祉施設 新鶴高齢者福祉センター 会津美里町鶴野辺字広町751-1 新鶴地域

11 公共施設 子育て施設 子育て支援センターすくすくハウス 会津美里町字東川原3281 高田地域
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2-２-２教育施設 
◯町内には幼稚園・保育園が 4 施設、小学校が 3 施設、中学校が 2 施設、義務教育学校が 1 施

設、高等学校が 1施設立地している。 

◯令和６年（2024 年）4月から町内全ての小中学校で小中一貫教育を開始している。特に、本郷

小学校と本郷中学校が一体化した「本郷学園（義務教育学校）」は、前期課程 6年と後期課程 3

年からなる独自の区分で小中学生が一緒に学べる教育施設となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡大図参照 

図 教育施設位置図 
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NO 区分 施設名 住所 地域

1 幼稚園・保育園 認定こども園ひかり 会津美里町字新布才地2 高田地域

2 幼稚園・保育園 認定こども園きぼう 会津美里町永井野字宮前1703-1 高田地域

3 幼稚園・保育園 本郷こども園 会津美里町字北川原18-1 本郷地域

4 幼稚園・保育園 新鶴こども園 会津美里町米田字堂ノ後甲150-1 新鶴地域

5 小学校 高田小学校 会津美里町字法憧寺南甲3505 高田地域

6 小学校 宮川小学校 会津美里町冨川字上中川161-1 高田地域

7 小学校 新鶴小学校 会津美里町鶴野辺字北三百苅丙775 新鶴地域

8 中学校 高田中学校 会津美里町字布才地570 高田地域

9 中学校 新鶴中学校 会津美里町鶴野辺字北三百苅丙830 新鶴地域

10 義務教育学校 本郷学園 会津美里町字川原町1933 本郷地域

11 高等学校 会津西陵高等学校 会津美里町字法憧寺北甲3473 高田地域

資料：会津美里町HP 

表 教育施設の一覧 
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2-２-３商業施設 
◯町内にはスーパーが 6施設、ドラッグストアが 5施設、コンビニが 6施設立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡大図参照 

図 商業施設位置図 



2.地域特性等 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NO 区分 施設名 住所 地域

1 スーパー リオン・ドール美里店 会津美里町高田前川原3570 高田地域

2 スーパー リオン・ドール高田店 会津美里町布才地690 高田地域

3 スーパー かねか高田店 会津美里町鹿島3070-1 高田地域

4 スーパー ブイチェーン本郷バイパス店 会津美里町思堀34 本郷地域

5 スーパー JA会津よつば食彩館Eな！本郷 会津美里町横堀下33 本郷地域

6 スーパー JA会津よつば永井野選果場直売所 会津美里町永井野253 高田地域

7 ドラッグストア ツルハドラッグ会津美里店 会津美里町高田前川原3553 高田地域

8 ドラッグストア ツルハドラッグ会津高田店 会津美里町布才地581-1 高田地域

9 ドラッグストア 薬王堂会津美里高田店 会津美里町高田前川原3495-2 高田地域

10 ドラッグストア 薬王堂福島会津美里店 会津美里町思堀73番地 本郷地域

11 ドラッグストア ウエルシア会津美里店 会津美里町思堀25 本郷地域

12 コンビニ セブンイレブン会津美里安田前店 会津美里町台ノ下3651 高田地域

13 コンビニ セブンイレブン会津高田店 会津美里町永井野岩ノ神2117 高田地域

14 コンビニ セブンイレブン会津本郷店 会津美里町思堀92 本郷地域

15 コンビニ ローソン会津美里布才地店 会津美里町布才地593-2 高田地域

16 コンビニ ローソン会津高田鹿島店 会津美里町鹿島3059-1 高田地域

17 コンビニ ハローショップバンナイ 会津美里町川原町甲1741 本郷地域

資料：全国大型小売店総覧 2023、各施設HP 

表 商業施設の一覧 
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2-２-４医療施設 
◯町内には病院が 1施設、一般診療所が 3施設、歯科が 5施設立地している。 

 

 

 

 

  

拡大図参照 

図 医療施設位置図 
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表 医療施設一覧 

資料：地域医療情報システム 

NO 区分 施設名 住所 地域

1 病院 高田厚生病院 会津美里町高田甲2981 高田地域

2 一般診療所 もこぬま内科消化器科医院 会津美里町北川原13-1 本郷地域

3 一般診療所 吉川医院 会津美里町瀬戸町3262 本郷地域

4 一般診療所 こばやしファミリークリニック 会津美里町高田道上2841-1 高田地域

5 歯科 本郷歯科診療所 会津美里町川原町甲1823-1 本郷地域

6 歯科 水口歯科医院 会津美里町高田甲2890 高田地域

7 歯科 金子歯科医院 会津美里町北川原27-1 本郷地域

8 歯科 菅家歯科医院 会津美里町法憧寺南甲3536 高田地域

9 歯科 江川歯科医院 会津美里町黒川46 本郷地域
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2-２-５主な観光施設・宿泊施設 
◯町内には観光地が 7地点、観光案内施設が 3施設、レジャー施設が 3施設、温泉・宿泊施設が

2施設立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡大図参照 

図 主な観光・宿泊施設位置図 
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表 主な観光・宿泊施設一覧 

資料：観光協会ミサトノHP 

NO 区分 施設名 住所 地域

1 観光地 伊佐須美神社 会津美里町宮林甲4377 高田地域

2 観光地 法用寺 会津美里町雀林字三番山下3554 高田地域

3 観光地 向羽黒山城跡 会津美里町船場 本郷地域

4 観光地 会津本郷陶磁器会館 会津美里町字瀬戸町甲3162 本郷地域

5 観光地 新鶴ワイナリー 会津美里町鶴野辺字下長尾2398 新鶴地域

6 観光地 会津美里町民俗資料館さとりあ 会津美里町鶴野辺字広町740番地 新鶴地域

7 観光地 普門山 弘安寺（中田観音） 会津美里町米田字堂の後甲147 新鶴地域

8 観光案内施設 高田インフォメーションセンター（美里蔵） 会津美里町字高田甲2819-2 高田地域

9 観光案内施設 本郷インフォメーションセンター 会津美里町字瀬戸町甲3161-1 本郷地域

10 観光案内施設 会津本郷焼展示スペース 会津美里町字北川原41 本郷地域

11 レジャー施設 せせらぎ公園オートキャンプ場 会津美里町字家東甲4224-2 本郷地域

12 レジャー施設 ふれあいの森スポーツ公園 会津美里町佐賀瀬川峯山5003 新鶴地域

13 レジャー施設 RVパーク 会津美里町高田乙6番地 高田地域

14 温泉・宿泊施設 本郷温泉湯陶里 会津美里町字六日町甲4106-1 本郷地域

15 温泉・宿泊施設 新鶴温泉んだ 会津美里町鶴野辺字上長尾2347-40 新鶴地域
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◯町内の観光入込客数は 4～6月の期間で最も多くなっており、令和２年（2020 年）のコロナ禍

により全体が大きく減少したものの令和４年（2022 年）以降は回復傾向にある。 

◯観光地ごとの観光入込客数としては、「伊佐須美神社」が町内の主要観光地の約 8 割を占め、

会津中央圏域内においても上位に位置しており、5年連続で２位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 会津美里町の期間ごとの観光入込客数の推移 

資料：福島県「観光客入込状況調査」  

※2023 年の上位 5位までの地点をもとに作成 

図 会津美里町内の主な観光地 

（2023 年） 
資料：福島県「観光客入込状況調査」  

図 会津中央圏域内の観光入込客数のランキング 
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人口動態 

2-３-１人口の推移 
◯本町の総人口は一貫して減少傾向にあり、令和２年（2020 年）には 20,000 人を下回っている。 

◯また、65歳以上の人口割合が令和２年（2020 年）には約 40％となっており、国立社会保障・

人口問題研究所の将来人口予想では令和 27年（2045 年）には半数近くを占める想定となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-３-２地区別人口 
◯地区別人口は高田地域に人口が集中しているものの、新鶴地域においては平成12年（2000年）

から令和２年（2020年）にかけて微増傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

図 人口の推移及び将来人口推計（3区分） 

資料：経年人口/国勢調査（平成 2年～令和 2年） 

将来人口推計/国立社会保障・人口問題研究所（令和 7年～令和 32 年） 

※年齢不詳は含めない 

次年度、最新の内容に更新。 

図 地区別人口の推移 
資料：国勢調査 
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2-３-３世帯数の推移と高齢者化率 
◯一般世帯数が年々減少している一方で、65 歳以上の単独世帯数は増加傾向にあり、令和 2 年

（2020 年）では平成 12年（2000 年）と比べて約 2倍近くまで増えている。 

◯高齢化率については、隣接市町村よりも多い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 高齢者（65 歳以上人口）率 
資料：国勢調査 
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図 高齢化（65 歳以上人口）率 
資料：国勢調査 

次年度、最新の内容に更新。 
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2-３-４人口分布 
◯鉄道や国道沿線、JR只見線と会津線の駅が近くにある本郷地域で人口の集積がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 人口分布図（令和 2年） 
資料：国勢調査（令和 2年） 

次年度、最新の内容に更新。 
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2-３-５高齢化（65歳以上）率人口分布 
◯65 歳以上の人口は町内に広く分布しているが、主に高田地域の道路沿線での集積の点在が多

くみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 人口分布図（令和 2年） 

資料：国勢調査（令和 2年） 

※メッシュ内の人口に対する 65 歳以上の人口が占める割合 

次年度、最新の内容に更新。 
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2-３-６将来人口 
◯将来の人口は、現状の下郷町方面に点在していた人口が減少し、鉄道沿線により多くの人口集

中がみられる。 

 

  

図 将来分布図（2050 年） 

資料：国勢調査（令和 2年） 

※将来人口：国勢調査（H27）に基づき、500ｍメッシュ（H27）別人口を基準単位とした試算 

次年度、最新の内容に更新。 
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2-３-７町民の移動状況 

通勤 

◯町内での通勤は約 5割で、町外への通勤は会津若松市への移動が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※従業地不明は除く 

図 移動割合（常住地ベース） 
図 他市町村との移動者数 

図 通勤流動図 

※30 人未満と県外への流動は非表示 
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通学 

◯通学における移動は町外への通学が約 7割となっており、通勤同様に会津若松市への移動が最

も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※従業地不明は除く 

図 移動割合（常住地ベース） 図 他市町村との移動者数 

図 通勤流動図 

※5人未満と県外への流動は非表示 
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買い物 

◯全体の約 7割が町内で買い物しているが、新鶴地域においては町外への移動が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 買い物先 

※5.0％未満非表示 

図 買い物の目的地 

拡大図参照 

資料：令和 6年度町民アンケート 
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通院 

◯約 5割が町内で通院しているが、新鶴地域においては会津若松市や会津坂下町といった町外への

移動が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※5.0％未満非表示 

図 通院先 

拡大図参照 

図 通院先の医療機関 
資料：令和 6年度町民アンケート 
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自家用車保有状況 

2-４-１自家用車保有台数と免許保有率の推移 
◯自家用車の保有台数は概ね横ばいとなっている。 

◯平成４年（2022 年）では 64歳以下の免許保有率が減少したのに対し、65 歳以上の免許保有率

は増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-４-２免許返納者数の推移 
◯会津美里町では運転免許自主返納制度として、自主的な返納者へ「美里あいあいタクシー」の

利用券を 50枚交付しており、申請者数は年間約 100 人程度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 自家用車の保有台数と免許保有率の推移 
資料：自家用車保有台数/東北運輸局福島運輸支局「市町村別保有車両数」 

免許保有率/福島県警察本部「交通白書」 

図 返納支援事業申請者数の推移 

資料：会津美里町 

次年度、最新の内容に更新。 
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2-４-３道路ネットワークの状況 
◯町の東側に隣接する会津若松市から南側の昭和村へと国道 401 号が横断しており、北部には東

西に磐越自動車道が走り、町内に新鶴スマートインターチェンジが立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 道路ネットワークの状況 
資料：（一財）日本デジタル道路地図協会（令和 3年） 

磐越自動車道 

次年度、最新の内容に更新。 
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３. 公共交通の現状 
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3. 公共交通の現状 
公共交通の運行状況等 

◯本町の現状の公共交通ネットワークは以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 町内を運行する公共交通 
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公共交通ネットワークの現状等 

3-２-１町内を運行する公共交通の概要 
◯本町を運行する公共交通は以下の通り。 

◯次ページ以降に各路線の個別概要を示す。 

 

 

 

項目 概要 

JR只見線 
〇福島県会津若松市－新潟県魚沼市間を結ぶ広域鉄道路線 

〇町内には「会津高田駅」「根岸駅」「新鶴駅」の 3駅が立地 

路線バス 
〇町内を 3路線が運行 

〇町内と会津若松市間を往復運行 

デマンド交通 

「美里あいあいタクシー」 

〇町内全域を運行する予約制の乗合型タクシーで、町内の自宅⇔目的

地をドア・ツー・ドアで運行 

〇電話または専用アプリからの予約が可能 

〇平成４年（2022年）からは予約専用アプリ「のるーと」で AIでの

配車が可能となり、予約や配車状況の確認、クレジットの支払いに

も対応 

〇料金は通常 500円で、利用券販売所でチケット購入の場合は割引

（100円引） 

〇利用券の種類は、「1回分の乗車券（400円）」「1日パスポート

券（1,000円）」「eチケット（2,000円）」 

 

 

 

  

表 運行概要 
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3-２-２JR只見線 
◯JR只見線の概要は以下のとおり。 

 

 

 

駅名 起点 終点 沿線自治体 

運行本数 

関連する公共交通 平日 休日 

上り 下り 上り 下り 

新鶴駅 

福島県 

会津若松市 

新潟県 

魚沼市 

会津若松市 

会津美里町 

会津坂下町 

柳津町 

三島町 

金山町 

只見町 

7 7 7 7 

路線バス 

美里あいあいタクシー 
根岸駅 7 7 7 7 

会津高田駅 7 7 7 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 運行概要 

図 JR 只見線（会津若松駅－会津坂下駅間）の平均通過人員の推移 

資料：JR東日本HP 

次年度、最新の内容に更新。 
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図 運行路線 
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3-２-３0路線バス 
◯路線バスの運行概要は以下のとおり。 

 

 

路線名 起点 終点 沿線自治体 

運行本数 

関連する公共交通 平日 休日 

上り 下り 上り 下り 

高田線 
若松駅前バス

ターミナル 
永井野 

会津若松市 

会津美里町 

24 24 24 24 

JR只見線 

美里あいあいタクシー 
新鶴線 

若松駅前バス

ターミナル 
新鶴温泉 4 3 4 3 

本郷循環線 
若松駅前バス

ターミナル 

若松駅前バス

ターミナル 
14 14 14 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 運行概要 

図 路線バスの 1日当たりの利用者数推移 

次年度、最新の内容に更新。 

図 路線バスの利用区分別の利用者数（2023 年） 
資料：会津美里町 
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図 運行路線 
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3-２-４デマンド交通「美里あいあいタクシー」 
◯デマンド交通「美里あいあいタクシー」の概要については以下のとおり。 

 

 

運行区間 運行日時 関連する公共交通 

会津美里町全域 

日・祝日を除く毎日運行 

8:00～16:30 

※年末年始運休 

（12/29～1/3） 

JR只見線 

路線バス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 運行概要 

図 月当たりの平均利用ユーザー数（地区別） 図 月当たりの平均利用回数（地区別） 

図 ユーザーごとの月の平均利用日数（地区別） 

※5.0％未満は非表示 

資料：会津美里町 

■集計期間 

・令和５年（2023 年）4月～令和６年（2024 年）3月 

■集計方法 

・月当たりの平均利用ユーザー数：利用したユーザー数を月ごとにカウントして 12 ヵ月で除したもの 

（同一利用者が同月内に複数回利用したとしても「１」ユーザーとしてカウント） 

・月当たりの平均利用回数：全期間で利用された回数を１２ヵ月で除したもの 

・ユーザーごとの月の平均利用日数：全期間で 1ユーザーが利用した日数を 12 ヵ月で除したもの 

（同一利用者が同日内に複数回利用したとしても１日としてカウント） 

次年度、最新の内容に更新。 
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図 運行エリア 
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3-２-５美里あいあいタクシー「坂下厚生総合病院便」 
◯令和６年（2024 年）6 月から令和７年（2025 年）3 月まで隣接する会津坂下町の「坂下厚生

総合病院」までの通院にかかるデマンド交通を実証運行として実施した。 

 

 

運行区間 指定乗降場所 
運行時間 

関連する公共交通 
往路 復路 

会津美里町 

会津坂下町 

本郷庁舎 

まってらん処 

新鶴庁舎 

坂下厚生総合病院 

9：00 

（本郷庁舎発） 

13：00 

14：30 

（坂下厚生総合病院発）  

JR只見線 

路線バス 

美里あいあいタクシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 運行概要 

図 実証運行にかかる広報 

資料：会津美里町 

令和７年度実施分について、
次年度追記。 
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3-２-６移動にかかる支援サービス 
 

 

サービス名 内容 

会津中央病院 

・会津中央病院が運行する予約制の無料の送迎バス 

・診察受付予約も同時に可能で病院へ向かっている時間が待ち時間で、到着後

外来受付で受付票をもらい診察となり、診察以外（お見舞いなど）でも利用

可能 

新鶴温泉んだ 

にんじん湯 吹上荘 

会津野 

・各宿泊施設が運行している宿泊者専用の送迎バス 

町内温泉施設への 

送迎サービス 

・町内温泉施設「本郷温泉湯陶里」または「新鶴温泉んだ」の利用時に、負担

軽減のため、従来と同等の金額で利用できるよう申請者へ利用料金の助成を

実施 

・料金は 500円（小人は半額）で、65歳以上は 300円 

・「旧高田温泉あやめの湯」から「本郷温泉湯陶里」または「新鶴温泉んだ」

まで直行する、町内温泉の利用を限定とした無料送迎サービス（毎週火・

木） 

外出支援サービス事業 

・歩行が困難な高齢者や障がい者等に対し、外出を支援するため、原則として

月 2回以内で、車椅子を同乗できる軽自動車の貸出しを実施（運転者は家族

等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次年度、最新の内容に更新。 
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3-２-７町の財政負担 
◯公共交通にかかる町の財政負担は以下のとおりとなっている。 

 

 

 

路線名 
輸送 
人員
（人） 

経常 
収益 
（千円） 

経常 
費用 
（千円） 

収支率 
（％） 

平均乗車 
密度 
（人） 

1 日当り 
輸送量 
（人） 

他市 
負担額 
（千円） 

町負担額 
（千円） 

地
域
間
幹
線
系
統 

本郷 
循環線 

46,169 13,236 44,493 29.7 2.6 36.1 6,016 6,649 

永井野線 166,807 34,480 98,953 34.8 2.1 47.5 8,938 14,187 

委
託
路
線 

下新井・
新鶴線 

1,602 507 8,285 6.1 0.2 0.68 1,840 5,939 

デ
マ
ン
ド 

交
通 

美里あい
あいタク
シー 

－ 49,262 49,262 100 － － － 38,866 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 町の公共交通にかかる負担額等の状況（2023 年度） 

次年度、最新の内容に更新。 

図 路線バスにおける沿線市町の負担額等の推移 
資料：会津美里町 
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3-２-８町内の公共交通空白地域 
◯町内の公共交通空白地域は前項で掲載のとおり、美里あいあいタクシーが町内全域を運行して

いるため空白地域は存在していない。 

◯路線バスと鉄道だけでみた場合、範囲は限定的ではあるものの町内の病院や高等学校、スーパ

ーといった主要な施設については概ねカバー圏域内となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 公共交通の空白地域 
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４. 公共交通の課題 
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4. 公共交通の課題 
会津美里町地域公共交通網形成計画の振り返り 

4-１-１会津美里町地域公共交通網形成計画の基本方針と計画目標 
◯本計画と同様に会津美里町における「将来のまちづくりの方向性」や公共交通を取り巻く課題

等を踏まえ、令和元年（2019 年）3月に策定した会津美里町地域公共交通網形成計画の基本方

針と計画目標は、以下のとおり設定している。 
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4-１-２会津美里町地域公共交通網形成計画の目標指標の達成状況 
◯計画に示した目標の達成状況は以下のとおり。 

 

 

 

基本方針 指標 策定時 目標値 現況値 
達成 

状況 

基本方針① 

町民の生活と交流を支える

地域公共交通の構築 

路線バス利用者数 
844人 

人/日 

844人 

人/日 

609 

人/日 
未達成 

美里あいあいタク

シーの利用者数 

24,954 

人/年 

28,000 

人/年 

23,940 

人/年 
未達成 

基本方針② 

利用者ニーズに合わせた便

利で快適な公共交通の構築 

ユニバーサルデザ

イン車両の導入率 
60％ 100％ 79％ 未達成 

交通拠点における

乗り継ぎ環境の整

備箇所数 

3か所 8か所 6か所 未達成 

交通拠点における

乗降者数 
39人/日 50人/日 26人/日 未達成 

基本方針③ 

まちづくりと連動した地域

公共交通の構築 

多様な分野・主体と

連携した利用促進

の取り組み件数 

1件/年 3件/年 9件/年 達成 

基本方針④ 

将来的に持続可能な地域公

共交通の構築 

公共交通の運行に

関する町負担額の

維持 

26,272 

千円/年 

26,272 

千円/年 

58,473 

千円/年 
未達成 

公共交通主体の利

用促進の取り組み

件数 

5件/年 10件/年 13件/年 達成 

 

 

  

表 目標指標の達成状況 

次年度、最新の内容に更新。 
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公共交通に関する調査の実施 

◯計画策定にあたって、公共交通に関する利用状況や町民からの意見を収集するために下表に示

す調査を実施した。 

◯調査した結果の概要を次ページ以降に示す。 

 

 

 

調査名 対象 把握内容 

町民アンケート調査 18歳以上 85歳以下の町民 

◯外出目的ごとの移動特性 

◯公共交通の利用実態 

◯公共交通に対する意向 等 

高校生アンケート調査 

通学先は町内及び町外が想定

されるため、町内に居住する

高校 1・2年生（16～17歳）

とその保護者対象 

◯高校生の通学実態 

◯通学以外の高校生の移動実態 

◯保護者の意向 等 

美里あいあいタクシー 

利用者アンケート調査 

過去 1年間での美里あいあい

タクシーの利用者 

◯利用者の属性 

◯乗降バス停 

◯利用路線に対する不便・不満 等 

事業者アンケート 

・ 

ヒアリング調査 

町内で公共交通を運行する全

ての事業者 

◯交通事業者の基本情報 

◯事業者が抱える経営上の問題・課題 

◯事業の継続性・新規事業の可能性 等 

庁内関係者等アンケート 

・ 

ヒアリング調査 

公共交通に関係する各課 

◯運営上の課題 

◯見直しを検討している事項 

◯今後の取組 等 

住民意見交換会 町在住者、町内通勤者 

◯移動手段 

◯移動時の困りごと 

◯移動に関する不安ごと 等 

 

 

 

表 調査一覧 
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調査名 結果概要 

町民アンケート調査 

⚫ 町民の買物は 7割、通院は 5割が町内で済んでおり、一定程度、町外（主

に会津若松市）への移動が存在 

⚫ 町民の多くが過去 30日以内に公共交通を利用しておらず、利用者は JR只

見線および路線バスともに 1割に満たない 

⚫ 「美里あいあいタクシー」は、一定の高評価を得ているが、「JR只見線」

や「路線バス」は「満足度が低く、重要度が高い」項目が多い 

⚫ 利用環境は「乗継時間」や「周知」の不満が多く「隣接自治体との移動利便

性の向上」や「総合的なマップ・時刻表の導入」の要望が多い 

高校生アンケート調査 

⚫ 町内の高校への通学は１割程度で、約８割が会津若松市の高校に通学 

⚫ 町内と会津坂下町の通学時間は比較的近い傾向にあるが、会津若松市への通

学移動時間は異なる 

⚫ 公共交通の利用状況として通学時は約７割、通学以外では約４割程度 

⚫ 通学手段は主に「JR只見線」だが、天候が悪い日は「会津バスの路線バ

ス」の利用も増加傾向 

美里あいあいタクシー 

利用者アンケート調査 

⚫ 主に「通院・通所」のために用いられている（次いで買い物、金融機関） 

⚫ 回答者の約 2割が「不満がある」と答えており、その理由としては「運行時

間」「目的地（町外）」に関する不満が比較的多い 

⚫ 利用したい時間が合わないと不満を抱えている回答者のうち「17時台」の

運行を望む声が最も多い 

事業者アンケート 

・ 

ヒアリング調査 

⚫ 路線バス（3路線）は「会津若松中心市街地への移動需要の維持」が必要と

感じつつも「ニーズに合わせた運行頻度の調整」や「美里あいあいタクシー

との連携」「定期助成・キャッシュレス決済の推進」などが課題 

⚫ 美里あいあいタクシーは「乗合率の向上」や「アプリの利用促進」などが大

きな課題でありつつも「混雑時の利用者の待ち時間の短縮」や「ニーズに合

わせた運行頻度の調整」などの改善が必要 

庁内関係者等アンケート 

・ 

ヒアリング調査 

⚫ 観光・教育・福祉など様々な面で限りある移動手段を有効活用した連携が必

要であるという認識の共有を行った 

⚫ 特に公共交通の維持のためには「利用者数の確保」が重要であり、観光案

内、ケアマネージャー、学校教育等の様々な場面で路線バスをはじめとする

公共交通の必要性・有用性を伝えるなどの連携を行う 

住民意見交換会 

⚫ 美里あいあいタクシーは「予約できない」ことや、運転手によって「手助け

の内容が異なる」など、改善の余地がある 

⚫ 運行内容（時間、料金、使い方等）を知らない人も多い可能性があり、しっ

かりとした周知（体験会や出前講座など）が必要 

⚫ イベント時の移動手段に活用してもらうなどの連携が必要 

⚫ 各地域限定の行政・施設等が運行する移動サービスやレンタサイクル・トゥ

クトゥクなどの二次交通について、広い範囲で利用できるような柔軟な対応

が必要 

  

表 調査結果概要 



4.公共交通の課題 

49 

公共交通の課題 

◯目標指標の達成状況や各種調査から得られた現状を踏まえ、本計画における課題を以下に示す。 

 

課題 1 

広域路線（バス・鉄道）の利用者確保が必要 

⚫ 町には後述する「美里あいあいタクシー」のような町内全域を面的に支える予約制の移動手段が

整っているものの、より活発な生活行動（通院・通学など）を支援するためには予約不要かつ適切

な頻度で周辺自治体間を運行する「広域路線（バス・鉄道）の維持」が必要不可欠である 

⚫ これまで限られた交通資源の中で「利便性の向上」や「新たなニーズの確保」に取り組んできたも

のの、利用は伸び悩んでいる状況であり、さらなる利用者確保に向けた検討が必要となる 

 

課題２ 

美里あいあいタクシーのサービスの磨き上げが必要 

⚫ 前述の「美里あいあいタクシー」はサービスレベル（運行時間・乗降地など）の高さから、利用者

から高い評価を得ている一方で、前述の路線バスとの「町内区間での連携が不完全」であること

も起因して利用者からは「直接、会津西病院まで運行してほしい」などの要望を受けている 

⚫ その他に、限られた車両台数によって対応していることから「ピーク時に到着が１時間以上かか

る」ことも散見しており「サービスレベル」や「人手不足の解消」など様々な面で今後も磨き上げ

が必要となる 

 

課題３ 

公共交通利用に関する情報提供の充実化が必要 

⚫ これまで、広報誌や町および交通事業者のホームページ等を活用して運行内容について情報提供

を実施してきたが「網羅的な情報提供の場の不足」や「より効果的な活用方法の不足」等により利

用に繋がらなかった可能性がある 

⚫ これからは今まで以上に安心・快適な利用環境が整っていることをアピールすることで、今まで

利用していなかった方にも「利用できそう」と思っていただくために公共交通に関する情報提供

の充実化が必要となる 

 

課題４ 

公共交通を守り支える意識の醸成が必要 

⚫ 広域路線の維持が求められる状況の中で、町民の多くが自家用車を利用している 

⚫ 今後も公共交通を維持していくためには、町民が「いつか」ではなく「今から」利用できる手段だ

という認識の切替えが重要となる 

⚫ そのためには、町民に対して「公共交通の必要性」などを様々な手段で呼びかけることで、公共交

通を守り支える意識の醸成が必要となる 
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５. 計画において目指す方向性 
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5. 計画において目指す方向性 
会津美里町が目指す将来像 

◯網形成計画における地域公共交通のあるべき姿は『安心して住み続けられる便利で持続可能な

公共交通網の形成を目指す』としてきたが、この考え方は会津美里町における公共交通の考え

方の核となる部分であり、5年程度で大きく方向性が変化するものではない。 

◯そのため、本計画においてもこの考え方を引継ぐこととし、次項に示す新たな基本方針や目標

を踏まえて、実現を目指すこととする。 

 

 

 

 

 

計画の基本方針 

◯町の将来像は引き継ぐが、地域公共交通に関する状況は変化していることから課題の克服に向

けて次のような新たな基本方針を設定する。 

 

基本方針１：町民の生活と交流を支える地域公共交通の構築 

⚫ 町内全域の移動を支える「美里あいあいタクシー」と、高田・本郷・新鶴の３地域の中心部を運
行する広域交通である「路線バス新鶴線、高田線、本郷循環線」の３路線の運行によって「地域
内交通」 及び 「地域間交通」を構築してきた 

⚫ 今後も以降 2~4の方針内容を踏まえながら、通院、買い物、通学などの移動を確保するために、
その維持・充実を図る 

 

基本方針２：利用者ニーズに合わせた便利で快適な地域公共交通の構築 

⚫ これまでは、特に「町内の多様な移動ニーズ」に対応して、利用が見込める目的地に対して移動
サービスを構築してきた 

⚫ これからは、町外の施設に対する移動ニーズに対しても「今ある交通資源を最大限有効活用」す
るとともに「運行の意図」を利用者が理解でき、安心・快適に利用できるような環境改善を図る 

 

基本方針３：まちづくりと連動した地域公共交通の構築 

⚫ 乗合事業として、多くの方に乗り合っていただけるよう、関係分野と連携し「都市機能に合わせ
た移動サービス」を構築してきた 

⚫ 今後も引き続き「関係者・拠点施設との連携」を行うことで「利用者増加」に向けた仕掛けづく
りも目指す 

 

基本方針４：将来にわたり持続可能な地域公共交通の構築 

⚫ 町内を運行する全ての公共交通を可能なかぎり長期的に維持していくために、利用者の確保に取
り組んできた 

⚫ 今後はより多くの方の「公共交通の必要性の認識」を強化するとともに、年々深刻化する「燃料
費の高騰」や「人手不足」に対応するための仕組みづくりも目指す 

  

安心して住み続けられる便利で 
持続可能な公共交通網の形成を目指す 
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計画の目標 

◯計画の達成状況を評価するために、次に示す目標評価指標を設定し、計画事業の推進を行う。 

 

●基本方針１に関する目標指標 

目標指標①：町内を運行する公共交通の 1人当たりの年間平均利用回数                        

■指標の設定理由 

◯町内を運行する鉄道「JR 只見線」および広域路線バス「新鶴線」「高田線」「本郷循環線」に対

する「美里あいあいタクシー」からの連携や運賃支援策に関する取組が、町外への重要な移動

手段の維持に繋がったかどうかを判断する基準として「町内を運行する公共交通の 1人当たり

の年間平均利用回数」を目標指標として設定する。 

■指標の算定方法 

◯現況値については、令和６年度（2024 年度）の年間輸送実績から算出し、目標値については、

その値を基本としつつ人口減少・高齢化が深刻化する中でも維持・増加を目指す数値とする。 

※「町内に立地するバス停の年間の乗降者総数/人口総数（2025.4）」で算出 

 

指標 現況値(令和６年度) 目標値（令和 12年度） 

町内を運行する公共交通

の 1 人当たりの年間平均

利用回数 

〇回/年 〇回/年 以上 

 

●基本方針２に関する目標指標 

目標指標②：交通拠点における年間総利用者数                      

■指標の設定理由 

◯路線の磨き上げや公共交通に対する意識の醸成、利用促進に関する取組が町内を運行する「美

里あいあいタクシー」と鉄道「JR只見線」および広域路線バス「新鶴線」「高田線」「本郷循環

線」間の乗継促進にどれだけ貢献したかを判断する基準として「交通拠点における年間総利用

者数」を目標指標として設定する。 

■指標の算定方法 

◯現況値については、令和６年度（2024 年度）12 月時点で町内を運行している路線バスの交通

拠点（じげんプラザ、本郷庁舎、新鶴庁舎、会津高田駅、新鶴駅、情報センター「まってらん

処」、本郷インフォメーションセンター）における年間総利用者数とし、その値を人口減少が進

行する中でも維持・増加を目指す数値とする。 

 

指標 現況値(令和６年度) 目標値（令和 12年度） 

交通拠点における年間総

利用者数 
〇人/年 〇人/年 以上 

  

次年度、令和６年度実績値を元に 
現状値と目標値を算出。 
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●基本方針３に関する目標指標 

目標指標③：多様な分野・主体と連携した利用促進の取組件数                        

■指標の設定理由 

◯町民の公共交通の意識醸成に向けて多様な分野・主体とどれだけ連携できたかどうかを判断す

る基準として「多様な分野・主体と連携した利用促進の取組件数」を目標指標として設定する。 

■指標の算定方法 

◯現況値については、令和６年度（2024年度）の取組件数とし、目標値は維持・増加を目指す数

値とする。 

 

指標 現況値(令和６年度) 目標値（令和 12年度） 

多様な分野・主体と連携

した利用促進の取組件数 
〇件 〇件 以上 

 

●基本方針４に関する目標指標 

目標指標④：公共交通の運行に関する町負担額                        

■指標の設定理由 

◯路線の利用状況・利用者ニーズに合わせた最適化や利便性向上のための取組、地域との移動サ

ービスの連携が、安定的かつ長期的な公共交通の構築に繋がったかを判断する基準として「公

共交通の運行に関する町負担額の維持」を目標指標として設定する。 

■指標の算定方法 

◯現況値については、町内を運行する全ての公共交通への財政負担額とし、目標値については、

効率的な運行や地域の協力により、燃料費や人件費が高騰する中でも維持を目指す数値とする。 

 

指標 現況値(令和６年度) 目標値（令和 12年度） 

公共交通の運行に関する

町負担額 
〇千円  維持 

 

●総合的な目標指標 

目標指標⑤：公共交通に対する満足度                        

■指標の設定理由 

◯本計画における取組の総括として、町民が利用してみようと思わせる機会が与えられたかどう

かを判断する基準として「公共交通に対する満足度」の平均値を目標指標として設定する。 

指標の算定方法 

◯現況値については、計画策定時に町民アンケート内で把握した満足度の平均値を用いることと

し、目標値については、その値を上回る数値とする。 

 

指標 現況値(令和６年度) 目標値（令和 12年度） 

公共交通に対する満足度 〇  〇以上 
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公共交通ネットワークの将来イメージ 

◯本計画で目指す公共交通ネットワークイメージを以下に示す。 
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６. 目標を達成するための施策と推進体制等 
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6. 目標を達成するための施策と推進体制等 
施策一覧とスケジュール 

◯本計画では前章に示した各基本方針に対応した施策を展開する。概ねの施策の内容とスケジュールは以下のとおり。 
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移動サービスの確保・維持等に関する施策 

施策１：広域路線「JR只見線」の利便性向上 

◯高校生の通学、高齢者の通院等を目的とした移動について、利用状況及び利用者需要に見合う

利便性向上策を検討する 

 

施策２：広域路線「路線バス」の利便性向上 

◯JR只見線と同様に高校生の通学、高齢者の通院等を目的とした移動について、まちづくりの状

況や利用状況、利用者需要に見合う乗降場所の追加や利便性向上策を検討する 

◯検討対象路線は新鶴線、高田線、本郷循環線とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次年度 

詳細協議案件 
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施策３：町内路線「美里あいあいタクシー」の事業性の向上 

◯利用者が「予約できない」や「長時間待つ」といったことを可能なかぎり減らせるように、運

用システムを改善する 

◯坂下厚生総合病院便について、利用時間や乗降場所に関する検討を利用者の意見を取り入れな

がら行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策４：広域路線⇔町内路線間の移動促進 

◯バス停から遠い町民が安心して移動ニーズが高い会津若松市内に位置する「竹田綜合病院」や

「会津西病院」を利用できるように、移動促進を行う 

◯保護者の送迎負担軽減策を検討する 
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分
以
上

買物と通院後の帰宅利用によって集中する時間帯のみの増員等を検討

図 美里あいあいタクシー利用者の時間帯別の待ち時間（R5.4～R6.3実績）

次年度 

詳細協議案件 
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施策５：移動サービスの担い手の確保 

◯公共交通以外の移動サービスと適切に役割分担を行いながら双方の不足する要素を補完する。 

◯交通事業者の人手不足を解消するための「人材募集支援」や運行に必要な「普通自動車二種免

許」取得に必要な費用の支援を行う 

◯交通事業者の運行管理のもと、一般ドライバーがパートなどの形で所属し、移動サービスを提

供する体制の構築を検討する（自家用車活用事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策６：ふるさと納税を活用した財源の確保 

◯本町の公共交通の財政負担を緩和するために、ふるさと納税を通じてスポンサーを募る 

◯返礼品は単なる物産だけでなく「公共交通の利用者増加」や「地域の活性化」に繋がるような

企画券を想定する 

 

 

 

 

 

 

  

図 日本版ライドシェア（自家用車活用事業）活用イメージ

予約者 協 者 事業者

①運転手登録の実施

②運転手の審査

③運転者講習
の実施

①電話・アプリで予約

②一般ドライバーが運行する可能性があることを確認し、許可を得る

③配車を依頼④利用者を送迎

⑤料金を支払い
⑥実績を報告

⑦報酬を支払い

図 企業版ふるさと納税の活用イメージ

・車両維持
・利用環境改善
・情報発信強化

公共交通

会津美里町

国

企業

・税額控除

寄付

・企業名掲載（広告等）
・公共交通利用券 など

企業職員、家族

・利用券配布による公共交通利用促進

会津美里町
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利用環境等の改善に関する施策 

施策７：運賃補助施策および支払い方法の充実化 

◯広域路線における通学定期券に対する補助等を行い、公共交通利用に対する「金銭的なハード

ル」を低下させる 

◯美里あいあいタクシーにおける「チケットの販売箇所の増加」や各交通事業者と連携した「キ

ャッシュレス決済導入支援」などの検討を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策８：交通拠点の維持・活用 

◯引き続き、多くの利用が想定される駅や施設などの交通拠点に対して待合環境や情報提供環境

などを整備する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 定期券補助のイメージ

定期券の
購入

期間満了後
町に申請

一定金額
を補助

事業者の運賃収入を増やしながら
利用者が使いやすい価格を目指す

支払い方法のデジタル化におけるメリット対象

• 日常利用の利便性向上

利
用
者

• 多様なサービスを1つの媒体で利用可能

• 高齢者・障害者をはじめとした公共交通利用のバリア軽減

• 外国人を含む域外からの不慣れな旅客の利便性向上

• 運賃収受の自動化に伴う運用負荷の軽減

事
業
者

• 多様な券種のデジタル化による高水準なサービスの提供

• 利用状況を把握し、効果的・効率的な輸送の実現に向けた経営革新ツール
としての活用

• リユース可能で非接触式でコスト削減・環境負荷の軽減

• 地域関係者と連携した取組による地域活性化と公共交通活性化行
政

表 支払い方法のデジタル化におけるメリット

図 新たな待合環境の整備イメージ

協 施設に
ステッカーを設置

⚫椅子あり

⚫トイレあり

⚫時刻表あり

公共交通
待ちどころ
（町認定協 施設）

• 商店、診療所などにご協 いただき、待合所やイートインスペー
スなどを活用したトイレの提供、時刻表の掲示や配布を行う取り
組み

• 対象となる施設には、目印となるステッカーを設置
• バス停が付近にある場合には、バス停に近くに待ちどころがある
ことを示したステッカーを設置

• 買ったものを食べたり、乗場
に近い場所で  関係なく待
てるのは便利！

•  人との待ち合わせもしやす
くて助かる！
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施策９：総合的な公共交通情報案内の整備 

◯町内を運行する全ての移動サービス提供者が個別に情報発信している公共交通の経路・ダイヤ

に関する情報へのリンクが 1箇所に集約されたWEBページの作成を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 10：ターゲットに合わせた情報発信環境の整備 

◯多様な利用者層に合わせた媒体(紙・SNS等)を用いて、目的別のモデルルート設定や観光スポ

ット・イベント情報との連動、利便性の高い情報等、公共交通の利用促進につながる情報を届

ける 

 

  

図 運行情報の整理イメージ

運行主体が
個別に情報を発信

個別の発信体制を残しつ
つも、行政が運行サービ
スを網羅するページを作
成し、直接時刻表等を見
られる形を目指す

図 ターゲットに合わせた情報発信イメージ

高齢者高校生

電子媒体 紙媒体

商業施設・医療施設の休憩場所

紙媒体
施設特化の
運行案内の
掲示等

適切な
媒体で発信
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施策 11：公共交通利用意識の醸成に向けた出前講座の開催 

◯公共交通の「利用方法」や「維持の必要性」など、公共交通を守り支える意識の醸成を図るた

め、交通事業者と連携した出前講座を開催する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 出前講座の実施イメージ

①公共交通の必要性

②公共交通のメリット

③基本的な乗降方法

④行ける場所

⑤活用できる補助 など

乗降の仕方体験

交通事業者と連携して一般利用者だけでなく小中
学生も早い段階から公共交通の良さを体験させる

■子供を巻込んだ取組
・体験乗車会
・ラッピング車両の作成
・車内アナウンスの作成

など

座学として公共交通の
利便性や必要性をPR
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計画の推進体制と推進方法 

6-４-１計画の推進体制 
◯計画の推進にあたっては、町が中心となって町民・交通事業者・関係主体等と連携・協働しつ

つ取り組むとともに、それぞれの主体に基本的な役割を分担する。 

◯今後も引き続き下記の関係主体等から構成された『会津美里町地域公共交通会議』のもとで会

議による管理のもと、計画全体の推進および事業の進捗状況の確認、目標の達成状況の確認等

を行い、計画の着実な推進をする。 

 

 

 

区分 基本的な役割 

町 

◯計画全体を進行する役割を担い、主体的に計画の管理および推進を図る

とともに、公共交通の確保・維持に向けた検討を行う。 

◯また、他の分野とも連携を図るための“橋渡し”となる役割を担い、町全

体での取組の推進を図る。 

地域住民 

◯公共交通の利用者の目線から、公共交通の改善に向けて積極的な意見・

アイディアを発案する役割を担う。 

◯また、行政とともに公共交通を支えるなど、協働の取組による公共交通

の確保・維持に向けた取組の展開を図る。 

交通事業者 
◯公共交通の運営・運行主体として、本計画に基づいた事業の展開を行う

とともに、町とともに持続可能な公共交通に向けた検討を進める。 

関係機関 ◯行政や交通事業者等と連携した取組の検討を行う。 

国・県 
◯全体的な統括の視点や、他地域での事例等を踏まえながら計画の推進に

対して助言するとともに、監査としての判断をする。 

道路管理者・ 

交通管理者 
◯道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性について判断する。 

有識者 
◯本計画に示す事業の実施方針等について、多角的な視点から助言等を行

う。 

 

 

 

   

表 関係する主体と基本的な役割 
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6-４-２計画の推進方法 
◯本計画における基本目標の達成状況・事業の効果を検証するため、指標・目標値を設定する。 

◯各基本目標の達成状況について継続的にモニタリングを行い、事業ごとにＰＤＣＡサイクル

（計画（PLAN）・実行（DO）・評価（CHECK）・改善（ACTION）の循環検討手法）の考え方に

基づき、検証を実施する。 

◯具体的に示す事業・事業内容を踏まえて指標及び目標値を設定し、本計画による定量的な効果

について把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※PDCAサイクルとは、計画→実施→検証・評価→改善・見直しを繰り返しながら、継続的な改善を行う仕組みのこと。  

図 PDCAサイクルイメージ 

各施策の改善・見直し

フォローアップ

Plan
(計画)

Do

(実施)

Check
(検証・評価)

Action
(改善・見直し)

実態把握、町民意見の募集

地域公共交通計画

フォローアップ

町民意見の募集

P

D

C

A

実証運行・実証実験

段階的に実施

実態把握、費用対効果

各施策の詳細な実施計画（地域公共交通計画）

施
策
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

計
画
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

計画の見直し
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次期計画本計画の計画期間
項目

R13R12R11R10R9R8

事業実施（D）

モニタリング・評価（C）

個別事業の検討・見直し
（A・P）

改定計画全体の見直し（P）

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月実施事項

●●●協議会の開催

●庁内調整

●●●●●事業評価

公共交通計画
のPDCA

報告評価

次年度
予算要求

前年度事業評価に基づく
改善・見直しと反映

C・A

補助事業の検証事業計画の検討

P C

D

C・A

■検証指標
●：短期指標①②③④
●：中長期指標⑤

データ
取得

データ
取得

データ
取得

データ
取得

データ
取得

次の目標

表 計画の推進方法

表 各年度の実施事項（予定）

報告評価

補助金交付申請
（前年度分）
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